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◇学外学術 ・広報活動
[目　　的]
　教育 ・研究を目的とした大学附属機関である当施設は、食生活や健康に関する情報提供を一
般市民に行うだけなく、この領域に取り組んでいる専門機関や施設からの要請があれば、大学
で取り組んでいる研究成果を社会に広く還元する学術 ・広報活動を行うことを設立の目的のひ
とつにしている。
[内　　 容]
本年度 は、4件 の講演 と5件 の取材が あ った。講 演及 び広報活動 の一覧 は、p56を ご参 照頂
きたい。講演及 び取材 内容 の一部 を紹介す る。
学外講演
　奈良女子大学 生活環境学部 食物栄養学科 特別講座　よき管理栄養士養成講座 第8回講演
　 「京都女子大学での管理栄養士養成のための試み一栄養クリニックの取組み一」
　　　日時:5/21(土)9時30分 ～11時
　　　場所:奈 良女子大学 生活環境学部D棟
　　　対象:奈 良女子大学 生活環境学部 食物栄養学科 学生
　　　講師:奈 良女子大学 特任教授 ・栄養クリニック指導員　木戸詔子
　奈 良女子大学 の学生 約100名 を対象 に、京都 女子大学管理栄養 士課程3系 学部列別 カ リキュ
ラムの簡単 な紹介 を行 い、栄養 ク リニ ック設立 の趣 旨や活動 目的、平成22年 度 の事業 内容、今
後 の展 望等 につ いてa演 した。 年間、延べ400余 名 の学生 が栄養 ク リニ ックの事業 に参加 し実
践教 育 の場 と して活用 して いる ことを紹介 した。奈 良女子大 学生 活環 境学部食物 栄養学 科 は
1学 年35名 の管理栄養士養成課 程 と して認可 され7年 目を迎 え る。休 日に も関わ らず、多 くの
学生 の参加 があ り、皆熱心 に耳 を傾 け、栄養 ク リニ ックの具体 的な取組みな ど、多 くの質 問が
あ った。
　参 加者か らは、 「大変満足 の い くq演 であ り、将来 の道 を考 え るき っかけ とな った」、 「管理
栄養 士 として の活動 の場が多 くあるこ とを知 ることがで きた」、 「一度、栄養 ク リニ ックを見学
した い」、 「奈良女子大学 に も栄養 ク リニ ックを作 って欲 しい」 などの感想が寄 せ られた。
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京都府栄養士会 栄養ケアステーション等実践講座 高齢者の栄養 ・食生活支援のための研修
「高齢者が いつ まで もおい しく食べ られる食事 の コツ」
　 日時:7/23(土)13時30分 ～16時30分
　 場所:京 都女子大学　　(講演　 B211、 実習　 B213)
　 対象:京 都府栄養士会会員、本学学生 他
　 講師:栄 養 ク リニ ック指導員　木戸詔子
　高齢者 に高血圧 が多 い ことか ら減塩調理 の基本的な工 夫や、学生を対象 と した減塩食の満足
度 の評価結果 な どを示 し、減塩 や無塩 で美 味 しく食べ られ る調 理法 につ いて紹介 した。 また、
高齢者 の食欲低下 を防 ぐポイ ン トにつ いて講演 した。身体機能の変化 とその対応 につ いて、特
に食欲 は心身 のバ ランス と密接 に関係 したデ リケー トな もので あることを解説 した。 また、調
理実習 の一 部 を担 当 し、 電子 レンジでで きる煮物 を紹介 した。少量(一 人分)の 煮物が短時間
で簡単 にで きる、火 の不 始末 による火災の心配が ないな ど、電子 レンジ調理 の特徴 を解説 した。
　 研修会終了後 のア ンケー トでは、 参加者全員 が、「学ぶ こ とが多 く、 役立つ講座 であ った」
と回答 し、 その内容 は 「高齢者 にと って料理 の見 た 目は、食欲 の源 であ り、五感 を刺激 して、
大脳 にシグナルを送 ることの大切 さが理解で きた」、 「塩分 を控 えて も、工夫次第で おい しい料
理が作れ る具体 的な手法を学ぶ ことがで きた」 な どが挙 げ られ た。
取材 ・広報
　読売新聞掲載記事
　 「骨ケア 若さのコツ　カルシウムとビタミンDを とって」
　　　記事担当:栄 養クリニック長　　　　田中　清(栄 養)
　　　　　　　　栄養クリニック指導員　　木戸詔子(料 理)
　　　掲 載 日:平 成23年11月26日(土)
　 くらしの欄 に掲載 され た
「骨 ケ ア若 さの コツ」 の タ
イ トル で、骨 の曲が り角研
究会 による骨密度 の低下 は
姿勢 の変化 につ なが り、見
た 目の年齢 は平均6～7歳
も高 い とい う記事 のなかで、
右記 に示す記事 を提供 した。
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テレビ東京番組
「ありえへん世界」
　　取材担当:栄 養クリニック指導員　木戸詔子
　　放 送 日:平 成23年12月13日(火)
　番組企画のなかで、「卵 の殻 が茶色 の方 が栄養 が高 いか?」 の質問を一般 市民 にす ると、多 く
の人が肯定 し、様 々な理 由を述べ る。専門家の立場 か ら正 しい回答を解説 した。
　卵 の殻 の色 は、鶏 の品種 による遺伝 か らの違 いで、栄養 とは全 く関係 ない。鶏 はア ジアで野
鶏 を家禽化 した もので、庭で飼 う鳥か ら鶏(ニ ワ トリ)と 呼 ばれ るようにな り、 その在来種 は
羽が茶色 で卵 の殻 も茶色 であ る(赤 玉)。 白い殻 の卵(白 玉)は ヨー ロ ッパで、 卵 を沢 山産 む
品種 に改良 され鶏 の卵 である。赤玉 を生む鶏 は産卵率が低 いが、病気 やス トレス に強 く、平 飼
いや放 し飼 いに向いてお り、最近 の健康志向か らこれが地鶏(地 玉)と して人気 が高 くな り、
飼育数 が増 えて いる。従 って、 白玉 よ りも飼育 コス トがかか り、価格 に反 映 されてい る。殻 の
色 は血色素 の一つ で栄養 とは関係 ない。野鶏 の遺伝子 を もつ鶏で は、種を残 すため、卵 が見つ
か り難 いよ うに環境 に合 わせ て殻 の色 を変え る習性 がある。 日光 のよ く当た る場所や春 か ら夏
にか けて 日差 しの強 い時期 では色 が薄 く、暗 い鶏舎 や 日差 しの弱 い冬で は濃 くな る。 また、産
卵年齢 が高 くな ると色 が薄 くな ることも報告 されている。　　 　　 　　 　　 　　 (木戸詔 子)
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